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Low-dose ramosetron accelerates gastric emptying in the early phase: a 
crossover study in healthy volunteers using a continuous real-time 13C 






(Functional Gastrointestinal Disorders：FGIDs)と呼ぶ．FGIDs には，上部
消化管（主に胃，十二指腸）の部分にあたる(Functional Dyspepsia:FD)と，
下部消化管 (主に大腸 )にある場合の過敏性腸症候群 (Irritable Bowel 






いて 13C 呼気試験を用いて定量的に検証した． 
12 名(平均 31 歳)の健常男性（消化器疾患の既往がなく，腹部手術歴，喫煙
歴のない者）を対象とした．8 時間の絶食後，クロスオーバー試験（以下 A，
B）を実施した．A：ラモセトロン 5μg を内服した 1 時間後に試験食（ラコー
ル® 200mL）と 13C 酢酸化合物 100mg を摂取，B：試験食と 13C 酢酸化合物 100mg
のみを摂取.両試験では最低 7日の間隔を空けた.試験開始後 4時間までの間，
呼気中の 13CO2 存在率を BreathID system®により測定し,測定結果を Oridion 





















る時は FGIDs に含まれない． 
 






















つの治療間に適切な washout period をおくことが必要になる．また，時期効
果は試験期間が長い場合に季節の変化など外部要因による影響を受けること
である．4)今回は健常者のみに試験を行ったが，胃排出の早期相に影響を及
ぼしており，実際に FD 患者の胃排出を調べ，さらに FD 患者において低用量
ラモセトロンが胃排出に対して影響を及ぼしていることが定量的に示されれ
ば新たな治療薬となる可能性がある． 
 
上記のほかにも質疑応答がなされたがいずれも的確な回答が得られた．そ
の後，主査・副査で討議を行った．研究内容は今後の FD の新たな治療薬のエ
ビデンスを作り患者の QOL に貢献する可能性がある価値の高いものであり，
プレゼンテーションならびに質疑応答を総合的に判断し，申請者は学位を得
るにふさわしい十分な資格を有すると判定された． 
